
一

　
　

一
、
は
じ
め
に

　

一
―
一
、
本
稿
の
取
り
扱
う
対
象
に
つ
い
て

　

筆
者
は
さ
き
に
発
表
し
た
拙
稿�（
1
）
に
お
い
て
、
密
教
の
観
法
で
あ

る
「
月
輪
観
」
を
扱
っ
た
釈
教
歌
を
採
り
上
げ
て
検
討
と
考
察
を
試
み

た
が
、
そ
こ
で
対
象
と
し
た
も
の
は
東
密
（
真
言
宗
）
系
の
用
例
の
み

で
あ
り
、「
お
わ
り
に
」
に
も
記
し
た
ご
と
く
、
天
台
系
の
「
月
輪
観

を
用
い
た
一
品
経
詠
」
に
つ
い
て
は
「
今
後
追
究
す
べ
き
課
題
」（
五

二
頁
）と
す
る
に
留
め
た
。そ
こ
で
本
稿
で
は
か
か
る
天
台
系
の
用
例
―

以
下
、
私
に
「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
と
す
る
―
に
つ
い
て
見
て
ゆ
こ

う
と
す
る
。
具
体
的
に
は
ま
ず
、
著
名
な
例
と
し
て
西
行
の
二
首
を
採

り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
次
い
で

検
討
と
考
察
に
移
る
が
、
紙
数
の
都
合
に
よ
り
、
本
稿
で
は
「
上
篇
」

と
し
て
、用
例
の
濫
觴
及
び
内
容
的
な
特
徴
に
つ
い
て
言
及
し
た
上
で
、

東
密
系
の
用
例
と
の
比
較
を
も
行
い
つ
つ
そ
の
教
学
的
根
拠
の
解
明
を

試
み
る
こ
と
と
し
、「
下
篇
」
に
お
い
て
、か
よ
う
な
詠
み
方
が
成
立
し
、

か
つ
は
定
着
し
て
い
っ
た
要
因
を
追
究
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

一
―
二
、�

西
行
の
例
に
よ
る
「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
の
紹
介
及
び
、

通
説
の
問
題
点
に
つ
い
て

　

西
行（
僧
名「
大
本
房
円
位
」　

一
一
一
八
～
一
一
九
〇
）の
一
品
経
―

「
法
華
経
二
十
八
品
」
を
指
す
―
を
詠
ん
だ
釈
教
歌
の
う
ち
、「
有
明
の

月
」「
月
」
を
詠
ん
だ
例
に
つ
い
て
、
山
田
昭
全
氏
の
『
西
行
の
和
歌

と
仏
教
』
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

※�

歌
を
含
め
た
引
用
は
、
す
べ
て
同
書
に
拠
る
。
ま
た
本
稿
に
お
け
る

歌
番
号
は
原
則
と
し
て
『
新
編
国　

歌
大
観
』
の
も
の
を
用
い
る
こ

と
と
す
る
。

①�
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
卅
三
番
（
六
五
、
六
六
番
歌　

判
詞
は
俊
成
に

　
心
月
輪
を
詠
ん
だ
一
品
経
歌
に
つ
い
て
（
上
）
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日



二

よ
る
）

　
　
　

卅
三
番　

左
持

　
　

わ
し
の
山
思
ひ
や
る
こ
そ
と
ほ
け
れ
ど
心
に
す
む
ぞ
有
明
の
月

　
　
　
　

右

　
　

�

あ
ら
は
さ
ぬ
わ
が
心
を
ぞ
う
ら
む
べ
き
月
や
は
う
と
き
を
ば
捨
の

山

　
　
　
　

�

二
首
の
釈
教
の
心
、
左
は
霊
鷲
山
を
思
ひ
、
右
は
を
ば
捨
山

を
お
も
へ
り
、

　
　
　
　

�

天
竺
和
国
雖
異
、
所
詮
心
月
輪
を
観
ぜ
り
、
歌
の
し
な
も
又

同
じ
、
仍
為
持
（
俊
成
の
判
）

　
　
　
　

↓

　

�

…
月
を
素
材
に
し
つ
つ
真
言
密
教
に
言
う
「
月
輪
観
」
を
詠
ん
だ
歌

で
あ
る
。（
中
略
）
西
行
ば
か
り
で
は
な
い
、
明
恵
も
慈
円
も
、
下
っ

て
は
良
寛
も
、
お
よ
そ
密
教
系
の
歌
僧
た
ち
は
、
月
を
単
な
る
風
流

韻
事
の
対
象
と
し
て
で
な
く
、
多
か
れ
少
な
か
れ
こ
れ
を
心
月
輪
の

象
徴
と
し
て
観
た
の
で
あ
る
。 （
中
略
）「
わ
し
の
山
」で
は
、結
局「
仏

法
遠
く
に
求
む
べ
き
に
あ
ら
ず
、
わ
が
心
内
に
あ
り
」
と
い
う
こ
と

を
言
わ
ん
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
時
空
と
も
に
隔
っ
た
釈
迦
を
求
め

る
の
も
よ
い
が
、
釈
迦
の
肉
体
は
所
詮
今
日
に
は
よ
み
が
え
ら
ぬ
。

そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
自
己
内
面
の
清
浄
な
る
心
月
輪
（
＝
心
に
す

む
あ
り
あ
け
の
月
）
を
顕
現
せ
し
む
べ
き
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

（
中
略
）
西
行
は
い
ま
、
皎
々
た
る
月
光
に
よ
っ
て
懺
悔
の
心
を
自

覚
し
た
男
を
、心
月
輪
の
覚
醒
者
と
見
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
月
は
、

姥
捨
山
の
名
も
な
き
男
に
も
親
し
く
照
ら
し
、
こ
れ
を
開
眼
せ
し
め

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
月
光
を
浴
び
て
も
仏
心
を
悟
ら
ぬ
己
れ
自

身
を
恨
む
べ
き
で
あ
っ
て
、
月
に
罪
が
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う

の
で
あ
る
。

　

�　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
三
十
三
番
の
一
対
は
、
自
然
（
＝
月
）

を
西
行
の
心
で
染
め
た
と
い
う
よ
り
は
、
は
じ
め
か
ら
西
行
の
心
そ

の
も
の
を
歌
っ
た
歌
だ
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
そ
の

心
は
か
な
り
濃
密
な
密
教
思
想
を
帯
び
て
い
た
。

�

（
二
一
四
～
二
一
六
頁　

傍
線
但
馬
〔
以
下
同
様
〕）

②
『
聞
書
集
』
一
七
番
歌

　
　
　
　

寿
量
品

　
　
　
　

得
入
无
上
道
、
速
成
就
仏
身

　
　

�

わ
け
い
り
し
ゆ
き
の
み
山
の
つ
も
り
に
は
い
ち
し
る
か
り
し
あ
り

あ
け
の
月

　
　
　
　

↓

　

�

…
常
在
霊
鷲
山
の
釈
迦
を
月
に
た
と
え
て
い
る
。（
中
略
）
…
歌
題

句
を
法
華
経
の
文
脈
の
中
で
み
る
と
き
、
釈
迦
が
、
衆
生
を
し
て
、

仏
身
を
成
就
せ
し
め
る
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
い
る
。
と
す
る
と
、

こ
の
「
あ
り
あ
け
の
月
」
は
、
あ
る
い
は
釈
迦
に
教
化
さ
れ
て
成
仏

し
た
衆
生
と
と
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。（
中
略
）
彼
此
総
合

す
る
と
、
こ
の
月
は
常
在
霊
鷲
山
の
釈
迦
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の

釈
迦
に
よ
っ
て
成
仏
せ
し
め
ら
れ
た
衆
生
で
も
あ
る
と
し
て
お
く
の



三

が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。�

（
八
五
、
八
六
頁
）

こ
こ
で
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
三
首
の
う
ち
、①
の
二
首
は
「
鷲
の
山
」

（
霊
鷲
山
）
及
び
「
姨
捨
山
」
―
俊
成
の
判
詞
か
ら
「
日
本
の
霊
鷲
山
」

を
意
味
す
る
と
解
し
得
る
―
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も

法
華
経
寿
量
品
の

　
　

�

我
諸
の
衆
生
を
見
れ
ば　

苦
海
に
没
在
せ
り　

故
に
為
に
身
を
現

ぜ
ず
し
て　

其
れ
を
し
て
渇
仰
を
生
ぜ
し
む　

其
の
心
恋
慕
す

る
に
因
つ
て　

乃
ち
出
で
て
為
に
法
を
説
く　

神
通
力
是
の
如

し　

阿
僧
祇
劫
に
於
て　

常
に
霊
鷲
山　

及
び
余
の
諸
の
住
処
に

あ
り

　
　
　
　
　
（�

国
訳
一
切
経
『
法
華
部
』
一
四
六
頁　

以
下
、
法
華
経

の
引
用
は
す
べ
て
同
書
に
拠
る
）

と
い
う
く
だ
り
に
基
づ
い
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
②
は
同

品
末
尾
の
偈
、
す
な
わ
ち

　
　

�

我
常
に
衆
生
の　

道
を
行
ず
る
と
道
を
行
ぜ
ざ
る
と
を
知
つ

て　

度
す
べ
き
所
に
随
つ
て　

為
に
種
々
の
法
を
説
く
な
り　

毎

に
自
ら
是
の
念
を
作
す　
「
何
を
以
て
か
衆
生
を
し
て　

無
上
道

に
入
り　

速
か
に
仏
身
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ん
」
と

�

（
一
四
七
頁
）

と
い
う
世
尊
（
＝
釈
迦
）
の
言
葉
を
詞
書
に
用
い
た
歌
で
あ
り
、
そ
こ

に
は
①
と
同
様
に
「
常
在
霊
鷲
山
の
釈
迦
に
よ
る
衆
生
の
済
度
」
が
詠

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

右
に
挙
げ
た
寿
量
品
の
「
常
在
霊
鷲
山
の
釈
迦
」
の
く
だ
り
の
主
旨

は
、「
釈
迦
は
入
滅
し
た
の
で
は
な
く
、
常
に
霊
鷲
山
に
あ
っ
て
衆
生

を
見
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、西
行
は
そ
の
「
釈

迦
」
を
月
に
喩
え
て
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
寿
量
品
の
本
文
に
は

か
よ
う
な
喩
え
は
存
在
せ
ず
、
た
め
に
山
田
氏
は
①
の
二
首
を
俊
成
の

判
詞
に
基
づ
い
て「
月
ぐ
わ
ち
り
ん
ぐ
わ
ん

輪
観
」に
依
っ
た
歌
と
解
し
て
い
る
。
そ
の「
月

輪
観
」
と
は
『
密
教
大
辞
典
』
に

　
　

�

自
心
は
満
月
輪
の
如
し
、
円
明
無
垢
に
し
て
其
光
明
法
界
に
周
遍

す
と
観
ず
る
法
な
り�

（
三
七
一
頁
）

と
記
さ
れ
る
密
教
観
法
で
あ
る
が
、そ
こ
で
観
想
せ
ら
れ
る
「
満
月
輪
」

は
引
用
箇
所
に
「
法
界
に
周
遍
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
現
実
の
月
と
は
異
な
る
「
沈
ま
ぬ
（
＝
有
明
の
）
月
」
で
あ
り
、

以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
そ
の
点
を
詠
ん
だ
東
密
系
の
月
輪
観
詠
も
存
在

す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

常
住
心
月
輪
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る�

澄
成
法
師
（
醍
醐
寺
）

　
　

�

よ
と
と
も
に
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
す
む
月
を
あ
り
と
し
る
こ
そ
は
る

る
な
り
け
れ

　

＊
二
度
本
金
葉
集
六
四
二
、
宝
物
集
四
八
〇
。

こ
の
こ
と
か
ら
①
の
二
首
は
、密
教
観
法
た
る「
月
輪
観
」に
依
っ
て「
常

在
霊
鷲
山
の
釈
迦
」
を
体
現
し
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
②
の
歌

も
「（
山
の
）
あ
り
あ
け
の
月
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
同
様
の
性
格
を
有

し
て
い
る
と
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
同
様
の
例
、
す
な
わ

ち
釈
迦
を
「
有
明
の
月
」
や
「
月
」、
さ
ら
に
は
「
心
の
月
」「
鷲
の
山



四

の
月
」
な
ど
に
喩
え
た
例
は
、以
下
に
挙
げ
る
藤
原
顕
輔
（
一
〇
九
〇
～

一
一
五
五
）
の

　
　
　
　

康
治
元
年
十
月
三
日

　
　
　
　

�
摂
政
殿
、
舎
利
講
之
次
に
ふ
み
つ
く
ら
せ
給
ひ
て
、
願
成
仏

道
（
安
楽
行
品
）
の
心
を
被
講
に
、
歌
も
あ
る
べ
し
、
と
て

め
し
あ
り
し
か
ば
参
り
て

　
　

�

い
か
で
わ
れ
心
の
月
を
あ
ら
は
し
て
や
み
に
ま
ど
へ
る
人
を
て
ら

さ
ん
（
一
三
四
）

　

＊�

顕
輔
集
一
三
四
（
詞
花
四
一
四
、
後
葉
和
歌
集
五
八
三
、
宝
物
集

四
八
一
）。

と
い
う
歌
の
よ
う
に
西
行
以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
後
述
す
る
用
例

の
総
数
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
一
品
経
を
詠
ん
だ
釈
教
歌
の
題
材
と

し
て
は
む
し
ろ
一
般
的
な
も
の
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
顕
教
を
題
材
と
し
た
一
品
経
歌
で
、
な
ぜ
密
教
観
法
た
る

月
輪
観
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
（
山

田
氏
前
掲
書
も
含
め
て
）
い
ま
だ
詳
細
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
、
実
際
、
右
に
挙
げ
た
顕
輔
詠
も
、
た
と
え
ば
新
大
系
本
詞
花
集

の
脚
註
で
は
「
心
の
月
」
に
つ
い
て
単
に
「
悟
り
に
至
っ
た
心
を
月
の

浄
澄
な
る
に
喩
え
た
」（
三
五
〇
頁
）
と
記
す
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
た
と
え
ば
石
原
清
志
氏
が
、
新
古
今
釈
教
部
巻

末
の
西
行
詠
（
一
九
七
八
）
に
関
し
て

　
　

�「
釈
教
歌
」
の
世
界
で
は
、
煩
悩
・
迷
妄
・
苦
患
等
を
闇
、
仏
法
・

真
理
・
悟
り
等
を
月
に
比
喩
す
る
の
は
常
に
用
い
る
技
法
で
あ

り
、
…�

（『
釈
教
歌
の
研
究
』
四
五
三
頁
）

と
述
べ
る
ご
と
く
、「
仏
法
・
真
理
・
悟
り
等
を
月
に
比
喩
す
る
」
詠

み
方
が
ご
く
一
般
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
石
原
氏
の
「
常
に
用
い
る
技
法
」
と
い
う
く
だ
り
に
は

教
学
的
な
根
拠
の
説
明
が
な
く
、
さ
ら
に
言
え
ば
以
下
に
箇
条
書
き
で

示
す
よ
う
に
、「
仏
性
を
月
輪
に
喩
え
る
」
の
は
む
し
ろ
密
教
の
誕
生

以
降
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

・�『
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
で
検
索
す
る
と
、

「
仏
性
」
を
「
月
輪
」
に
喩
え
る
例
は
、『
大
般
若
経
』
や
『
華
厳
経
』

な
ど
に
若
干
用
例
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
大
半
は
『
大
日
経
』
以

降
の
密
教
系
経
典
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

・�『
岩
波
仏
教
辞
典
』「
月
輪
観
」
の
項
に
は
「
密
教
観
法
の
成
立
し
た

イ
ン
ド
で
は
、
精
神
を
沈
静
化
す
る
に
は
灼
熱
の
太
陽
よ
り
も
清
涼

な
月
の
方
が
適
し
て
い
た
」（
一
五
一
頁
）
と
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
か
よ
う
な
心
月
輪
を
詠
ん
だ
一
品
経
歌
―
以
下
、
私

に
「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
と
す
る
―
の
あ
り
よ
う
に
は
、
密
教
が
関

わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て

本
稿
で
は
そ
の
「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
に
つ
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
密
教

（
東
密
）
的
な
観
点�（
2
）
か
ら
検
討
、
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。



五

　
　

二
、「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
の
概
略

　

二
―
一
、
用
例
の
総
数

　

こ
こ
で
は
前
章
に
挙
げ
た
、「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
の
用
例
数
（
全

二
八
〇
首　

歌
番
号
は
本
稿
の
末
尾
に
「
附
録
」
と
し
て
示
す
）
―
十

五
世
紀
後
半
ま
で
を
対
象
と
す
る�（
3
）
―
を
、
西
行
詠
以
外
は
『
新
編

国
歌
大
観
』
に
、
西
行
詠
は
岩
波
文
庫
『
西
行
全
歌
集
』
に
拠
っ
て
、

内
容
及
び
時
代
―
作
者
の
活
動
時
期
を
基
準
と
し
、
そ
れ
が
不
明
の
場

合
は
歌
集
の
成
立
時
期
に
基
づ
く
こ
と
と
す
る
―
別
に
挙
げ
る
こ
と
と

す
る
。
な
お
慈
円
は
用
例
数
が
突
出
し
て
多
い
の
で
、
そ
の
他
の
歌
人

と
は
分
け
て
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
（
歌
番
号
に
つ
い
て
は
「
附
録
一
」

を
参
照
）。

㈠�

寿
量
品
詠
（
三
七
首　

詞
書
に
品
名
や
本
文
か
ら
の
引
用
な
ど
が
あ

る
例
）

・
十
一
世
紀
前
半
…
三
首　

・
十
一
世
紀
後
半
…
二
首

・
十
二
世
紀
前
半
…
二
首　

・
十
二
世
紀
後
半
…
八
首

・
十
三
世
紀
前
半
…
四
首　

・
十
三
世
紀
後
半
…
二
首

・
十
四
世
紀
前
半
…
五
首　

・
十
四
世
紀
後
半
…
七
首

・
十
五
世
紀
…
二
首　
　
　

・
慈
円
詠
…
二
首

㈡�

寿
量
品
以
外
の
一
品
経
詠
（
全
五
〇
首�（
4
）　

選
定
基
準
は
㈠
に
同

じ
）

・
十
一
世
紀
前
半
…
三
首　

・
十
二
世
紀
前
半
…
二
首

・
十
二
世
紀
後
半
…
十
首　

・
十
三
世
紀
前
半
…
三
首

・
十
三
世
紀
後
半
…
八
首　

・
十
四
世
紀
前
半
…
五
首

・
十
四
世
紀
後
半
…
四
首　

・
十
五
世
紀
…
一
首　

・
慈
円
詠
…
一
四
首

　
　
　

↓
内
訳
（
番
号
は
「
法
華
経
一
般
」
の
⓪
以
外
は
品
名
と
な
る
）

　

⓪
法
華
経
…
四
首　
　
　

①
序
品
…
二
首　
　

②
方
便
品
…
六
首

　

④
信
解
品
…
一
首　
　
　

⑥
授
記
品
…
一
首　

⑦
化
城
喩
品
…
一
首

　

⑧
五
百
弟
子
品
…
三
首　

⑩
法
師
品
…
二
首

　

⑪
宝
塔
品
…
四
首　
　
　

⑫
提
婆
達
多
品
…
五
首

　

⑭
安
楽
行
品
…
一
首　
　

⑰
分
別
功
徳
品
…
三
首

　

⑱
随
喜
功
徳
品
…
一
首　

⑲
法
師
功
徳
品
…
六
首

　

㉑
如
来
神
力
品
…
一
首　

㉓
薬
王
菩
薩
品
…
二
首

　

㉔
妙
音
菩
薩
品
…
一
首　

㉕
普
門
品
…
一
首

　

㉖
陀
羅
尼
品
…
二
首　
　

㉗
妙
荘
厳
王
品
…
二
首

　

㉘
勧
発
品
…
一
首

㈢�

内
容
か
ら
一
品
経
系
の
釈
教
歌
と
知
ら
れ
る
例
（
全
一
八
〇
首　

㈠

に
近
い
内
容
の
歌
が
多
い
）

・
十
一
世
紀
前
半
…
一
首　
　

・
十
二
世
紀
前
半
…
六
首

・
十
二
世
紀
後
半
…
一
八
首　

・
十
三
世
紀
前
半
…
一
九
首

・
十
三
世
紀
後
半
…
一
八
首　

・
十
四
世
紀
前
半
…
三
四
首

・
十
四
世
紀
後
半
…
一
〇
首　

・
十
五
世
紀
…
九
首

・
慈
円
詠
…
六
五
首

㈣
西
行
の
例

・�

寿
量
品
詠
が
六
首
、
そ
の
他
の
一
品
経
詠
が
二
首
（
化
城
喩
品
、
安



六

楽
行
品
）、一
品
経
詠
以
外
の
類
例
が
五
首
の
、合
計
十
三
首
と
な
る
。

※�
東
密
系
月
輪
観
詠
の
十
五
世
紀
後
半
ま
で
の
例
の
総
数
は
、
西
行

（『
西
行
全
歌
集
』）
が
二
四
首
、
そ
の
他
（『
新
編
国
歌
大
観
』）
が

九
五
首
の
、
合
計
一
一
九
首�（
4
）
と
な
る
（
→
附
録
二
）。

　

二
―
二
、
用
例
の
濫
觴
及
び
内
容
的
な
特
徴

Ⅰ
、
最
初
期
（
十
一
世
紀
前
半
）
の
用
例

　
「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
の
用
例
は
、
前
項
に
示
し
た
通
り
十
一
世

紀
前
半
か
ら
見
え
始
め
る
が
、
就
中
最
初
期
の
五
首
―
い
ず
れ
も
勅
撰

入
集
と
な
る
―
が
ほ
ぼ
同
じ
活
動
時
期
の
作
者
の
歌
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、そ
れ
ら
を
も
っ
て
濫
觴
と
見
な
す
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
そ
の
五
首
を
、
私
に
大
意
を
附
し
た
上
で
入
集
順
に
挙
げ
る
と
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

寿
量
品　
　
（�

法
成
寺
入
道
前
摂
政
太
政
大
臣
〔
道
長
〕　

九

六
六
～
一
〇
二
七
）

　
　

�

人
め
に
は
世
の
う
き
雲
に
か
く
ろ
へ
て
猶
す
み
わ
た
る
山
の
は
の

月

　

＊�

続
後
撰
五
九
六
（
万
代
和
歌
集
一
六
六
五
）。「
霊
鷲
山
の
月
た
る

釈
迦
の
姿
は
、
現
世
に
生
き
る
者
に
は
雲
の
ご
と
き
迷
妄
の
た
め

に
見
え
な
い
が
、
実
際
に
は
つ
ね
に
住
み
、
か
つ
は
澄
ん
だ
光
を

放
っ
て
い
る
」
旨
を
詠
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

神
力
品
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る

�

選
子
内
親
王
（
九
六
四
～
一
〇
三
五
）

　
　

�

さ
や
か
な
る
月
の
ひ
か
り
の
て
ら
さ
ず
は
く
ら
き
道
に
や
ひ
と
り

ゆ
か
ま
し

　

＊�

同　

五
九
七
（
発
心
和
歌
集
四
五
）。「
霊
鷲
山
の
釈
迦
が
沈
ま
ぬ

月
の
ご
と
く
照
ら
し
て
く
れ
る
の
で
、
衆
生
は
皆
迷
わ
ず
に
（
仏

の
）
道
を
進
む
こ
と
が
で
き
る
」
旨
を
詠
ん
で
い
る
。

�

前
大
納
言
公
任
（
九
六
六
～
一
〇
四
一
）

　
　

�

い
で
い
る
と
人
は
み
れ
ど
も
よ
と
と
も
に
わ
し
の
み
ね
な
る
月
は

の
ど
け
し

　

＊�

玉
葉
二
六
六
八
（「
寿
量
品
」
題　

公
任
集
二
七
五
、
万
代
和
歌

集
一
六
六
六
）。「
出
た
り
沈
ん
だ
り
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
衆
生

は
見
る
が
、
実
際
に
は
霊
鷲
山
の
月
は
常
に
穏
や
か
な
光
を
放
っ

て
い
る
」
旨
を
詠
ん
で
い
る
。
公
任
の
一
品
経
詠
の
う
ち
、
唯
一

月
輪
観
的
性
格
を
有
す
る
歌
と
な
る
。

　
　
　
　

寿
量
品
の
こ
こ
ろ
を�

祭
主
輔
親
（
九
五
四
～
一
〇
三
八
）

　
　

�

こ
の
世
に
て
い
り
ぬ
と
み
え
し
月
な
れ
ど
わ
し
の
山
に
は
す
む
と

こ
そ
き
け

　

＊�

風
雅
二
〇
五
四
。「
現
実
の
釈
迦
は
、
月
が
沈
ん
だ
か
の
ご
と
く

滅
し
た
よ
う
に
見
え
た
が
、
実
際
に
は
霊
鷲
山
に
常
に
住
ん
で
、

か
つ
は
澄
ん
だ
光
を
放
っ
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
だ
」
と
い
う
旨

を
詠
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

法
師
品�

選
子
内
親
王

　
　

空
す
み
て
心
の
ど
け
き
さ
夜
中
に
有
明
の
月
の
光
を
ぞ
さ
す

　

＊�

続
後
拾
遺
一
二
八
五
（
発
心
和
歌
集
三
四　

同
集
で
は
右
に
挙
げ



七

た
二
首
の
み
が
月
輪
観
的
な
内
容
と
な
る
）。
同
品
で
は
「
法
華

経
の
功
徳
で
得
ら
れ
る
神
通
力
」
が
お
も
に
説
か
れ
て
お
り
、
こ

の
歌
は
「
迷
妄
の
雲
が
晴
れ
て
、
穏
や
か
に
観
ぜ
ら
れ
る
夜
に
、

常
在
霊
鷲
山
の
釈
迦
が
沈
ま
ぬ
月
の
ご
と
き
光
を
放
っ
て
衆
生
を

照
ら
す
こ
と
だ
」
と
い
う
旨
を
詠
ん
だ
も
の
と
な
る
。

こ
れ
ら
五
首
は
す
べ
て
在
家
歌
人
の
詠
で
あ
り
、
か
つ
は
密
教
系
の
最

初
の
用
例�（
5
）
と
も
ほ
ぼ
登
場
時
期
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ
、
内
容
的
な
特
徴

　

Ⅰ
に
挙
げ
た
五
首
は
、
い
ず
れ
も
（
月
＝
霊
鷲
山
の
釈
迦
）
と
し
て

解
し
得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
点
は
後
年
の
用
例
に
お
い
て

も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る�（
6
）。
以
下
に
十
二
世
紀
後
半
の
例
を
三
首
、
大

意
を
附
し
て
挙
げ
る
。

　
　
　
　

提
婆
品
の
心
を
、
女
に
か
は
り
て

　
　

�

我
も
さ
は
い
つ
つ
の
さ
は
り
く
も
は
れ
て
心
の
月
の
す
む
よ
し
も

が
な

　

＊�

林
下
集
（
藤
原
実
定
）
三
六
七
。
提
婆
達
多
品
の
「
女
人
成
仏
」

（
一
二
二
～
一
二
三
頁
）
を
踏
ま
え
た
歌
で
、歌
の
傍
線
部
は
「
五

障
の
雲
が
晴
れ
て
釈
迦
如
来
を
観
ず
る
こ
と
が
で
き
（
、
成
仏
が

叶
っ
）
た
ら
良
い
の
に
」
と
解
し
得
る
。

　
　
　
　

�

其
又
の
と
し
二
月
十
五
夜
さ
が
に
詣
で
、
出
家
す
べ
き
よ
し

入
道
静
蓮
に
契
り
て
あ
ひ
ま
ち
け
る
程
に
、
さ
て
も
い
か
が

お
も
ひ
な
り
た
る
と
、
と
ひ
に
つ
か
は
し
け
れ
ば

　
　

�

わ
す
る
な
よ
わ
し
の
み
山
に
か
く
れ
に
し
そ
の
よ
の
月
の
か
げ
を

恋
ひ
つ
つ

　
　
　
　

返
し�

静
蓮

　
　

�

つ
ね
に
す
む
わ
し
の
み
や
ま
の
月
陰
を
わ
す
れ
じ
と
こ
そ
世
を
ば

出
で
し
か

　

＊�

寂
蓮
法
師
集
六
四
、
六
五
。「
霊
鷲
山
に
釈
迦
は
常
在
す
る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
る
ま
い
」
と
い
う
旨
の
贈
答
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
例
を
東
密
系
の
月
輪
観
詠
と
比
較
す
る
と
、
二
つ
の
点
で
違

い
が
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
一
つ
は「
心
月
輪
と
詠
歌
主
体
と
の
関
係
性
」

で
あ
る
。す
な
わ
ち
東
密
の
場
合
は
、た
と
え
ば『
菩
提
心
論
』「
三
摩
地
」

の
段
に
見
え
る

　
　

�

此
観
（
＝
月
輪
観
）
を
作
す
に
由
つ
て
本
心
を
照
見
す
る
に
、
湛

然
と
し
て
清
浄
な
る
こ
と
猶
し
満
月
の
光
の
虚
空
に
遍
じ
て
分
別

す
る
所
無
き
が
如
し

　
　

�

…
一
切
有
情
は
悉
く
普
賢
の
心
を
含
ぜ
り
、
我
自
心
を
見
る
に
、

形
月
輪
の
如
し
。
何
が
故
に
か
月
輪
を
以
て
喩
へ
と
為
る
と
な
ら

ば
為
く
、
満
月
円
明
の
体
は
則
ち
菩
提
心
と
相
類
せ
り

�

（
昭
和
新
纂
国
訳
大
蔵
経
『
真
言
宗
聖
典
』
七
八
～
七
九
頁
）

と
い
う
記
述
の
ご
と
く
、
月
輪
観
で
観
想
す
る
心
月
輪
は
「
観
想
を
行

う
者
自
身
の
有
す
る
菩
提
心
（
＝
仏
性
＝
悟
り
＝
大
日
如
来�（
7
））」
で

あ
り
、
実
際
に
第
一
章
に
挙
げ
た
澄
成
詠
も
そ
れ
に
依
っ
て
「『
心
月

輪
は
常
に
澄
ん
で
い
る
』
と
観
ず
る
こ
と
に
よ
る
悟
り
」
を
「（
迷
妄

の
雲
が
）
は
る
る
な
り
け
れ
」
と
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
法



八

華
経
系
の
用
例
に
お
け
る
心
月
輪
―
第
一
章
に
挙
げ
た
西
行
の
三
首
は

例
外
と
す
る
（
後
述
）
―
は
、
た
と
え
ば
慈
円
の

　
　

�
い
つ
と
な
く
こ
こ
ろ
に
す
め
る
月
の
み
や
う
き
身
は
な
れ
ぬ
友
と

な
る
べ
き
（
拾
玉
集
一
九
〇
）

と
い
う
歌
の
下
句
に
お
け
る
「
う
き
身
は
な
れ
ぬ
友
」
の
ご
と
く
、
観

想
す
る
当
人
と
は
別
の
存
在
と
な
っ
て
い
る
―
霊
鷲
山
の
釈
迦
と
観
想

主
体
と
は
決
し
て
同
じ
も
の
で
は
な
い
―
の
で
あ
る
。い
ま
一
つ
は「
観

想
性
の
有
無
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
密
系
の
例
で
は

　
　
　
　

聖
教�（
8
）
の
中
に
か
き
つ
け
侍
り
け
る

�

権
律
師
実
厳
（
安
祥
寺
流
二
代
正
嫡
）

　
　

�

月
の
輪
も
心
の
う
ち
に
あ
ら
は
れ
ぬ
さ
と
り
ひ
ら
く
る
む
ね
の
蓮

に

　

＊�

安
撰
和
歌
集
四
三
二
。「
心
月
輪
が
顕
現
し
た
。
心
中
に
蓮
の
花

が
開
く
か
の
ご
と
く
、
悟
り
を
得
た
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
意
と

な
る
。

　
　
　
　

�

心
月
輪
の
こ
こ
ろ
を
よ
み
て
心
海
上
人
に
つ
か
は
し
け
る

�

按
察
使
隆
衡

　
　

�

む
ね
の
う
ち
の
く
も
ら
ぬ
月
に
う
つ
し
て
ぞ
ふ
か
き
み
の
り
を
心

と
は
し
る

　
　
　
　

返
し�

心
海
上
人
（
律
僧　

泉
涌
寺
有
縁
）

　
　

�

む
ね
の
中
に
す
む
月
か
げ
の
ほ
か
に
又
ふ
か
き
御
法
の
こ
こ
ろ
や

は
あ
る

　

＊�

続
拾
遺
一
三
七
一
、
一
三
七
二
。「
心
月
輪
を
観
ず
る
こ
と
で
、

仏
法
は
我
が
心
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
」
旨
を
詠
ん
だ
贈

答
と
な
る
。

な
ど
の
ご
と
く
、
本
来
の
月
輪
観
の
あ
り
よ
う
に
即
し
て
「
観
想
に
よ

る
悉
地
」、
具
体
的
に
は
実
厳
詠
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
や
、
隆
衡
と

心
海
と
の
贈
答
か
ら
窺
え
る
「
仏
法
は
自
心
の
中
に
あ
る
」
と
す
る
教

え�（
9
）
な
ど
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
観
想
性
は
不
可
欠
の
も

の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
項
で
挙
げ
た
法
華
経
系
の
例
の
多

く
は
必
ず
し
も
観
想
性
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
観

想
性
を
認
め
得
る
例
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
く�（
10
）、
さ
ら
に
言

え
ば
詞
書
に
「
月
輪
」
と
あ
る
例
も
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
二
つ
の
要
素

を
含
む
歌
と
し
て
は
、
以
下
に
示
す
『
成
尋
阿
闍
梨
母
集
』
の
二
首
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

�

…
月
の
い
み
じ
う
あ
か
き
を
見
侍
る
に
、よ
ふ
け
て
い
る
に
、

月
り
ん
と
い
ふ
こ
と
の
お
ぼ
え
て
あ
は
れ
に

　
　

�

や
ま
の
は
に
い
で
い
る
つ
き
も
め
ぐ
り
て
は
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
す

む
と
こ
そ
き
け
（
一
〇
八
）

　
　

�

い
で
い
る
と
人
め
ば
か
り
に
み
ゆ
れ
ど
も
こ
マ
マ
し
の
や
ま
に
は
の

ど
か
な
り
と
か
（
一
〇
九
）

　

＊�

直
前
に
法
華
三
部
経
及
び
阿
弥
陀
経
を
詠
ん
だ
歌
が
十
一
首
見
え

る
。

こ
こ
で
作
者
は
右
の
二
首
を
、「
明
る
い
月
を
目
に
し
て
月
輪
観
を
思

い
出
し
た
」
と
述
べ
た
上
で
詠
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
そ
の
内
容
は
、

一
〇
九
番
歌
の
「
こ
し
」
を
「
わ
し
」
の
誤
記
と
見
な
す�（
11
）
の
で
あ



九

れ
ば
、
い
ず
れ
も
「
月
は
現
実
世
界
で
は
出
た
り
沈
ん
だ
り
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
、
釈
迦
た
る
心
月
輪
は
、
つ
ね
に
霊
鷲
山
に
あ
っ
て

我
ら
衆
生
に
光
を
放
っ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
と
な
り
、「（
眼
前
の
現

実
の
月
か
ら
連
想
し
て
観
じ
た
）
常
在
霊
鷲
山
の
釈
迦
」
を
「
月
」
に

喩
え
る
に
留
ま
る
―
「
自
心
に
仏
性
を
見
出
す
」
よ
う
な
観
想
と
は
な

ら
な
い
―
も
の
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
東
密
の
月
輪
観
を
詠
ん
だ
歌
に
法
華
経
系
の
立
場
か
ら
歌
を

返
す
こ
と
で
、
お
互
い
の
立
ち
位
置
を
示
そ
う
と
し
た
贈
答
の
例
も
存

在
す
る
。
そ
れ
は
、
続
後
撰
集
巻
十
七
（
雑
部
中
）
に
収
め
ら
れ
て
い

る
西
行
と
慈
円
と
の
贈
答
で
あ
る
。

　
　
　
　

�

前
大
僧
正
慈
鎮
無
動
寺
に
す
み
侍
り
け
る
こ
ろ
、
申
し
つ
か

は
し
け
る�

西
行
法
師

　
　

�

い
と
ど
い
か
に
山
を
い
で
じ
と
お
も
ふ
ら
ん
心
の
月
を
ひ
と
り
す

ま
し
て
（
一
一
三
二
）

　
　
　
　

返
し�

前
大
僧
正
慈
鎮

　
　

�

う
き
身
こ
そ
猶
山
か
げ
に
し
づ
め
ど
も
心
に
う
か
ぶ
月
を
見
せ
ば

や
（
一
一
三
三
）

こ
の
贈
答
は
、
叡
山
の
無
動
寺
で
籠
山
修
行
を
し
て
い
た
慈
円
を
西
行

が
訪
う
た
際
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る�（
12
）。
筆
者
は
西
行
に

つ
い
て
「
覚
鑁
直
系
の
東
密
伝
法
院
流
の
行
者
（
兼
海
附
法
）」
と
す

る
立
場
を
採
る
も
の
で
あ
る�（
13
）
が
、
一
一
三
二
番
歌
は
、
そ
の
大
意

が
「
心
の
月
が
澄
ん
だ
状
態
で
籠
山
を
継
続
す
る
こ
と
へ
の
疑
問
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
純
然
た
る
東
密
の
月
輪
観
の
立
場
で
詠

ま
れ
た
歌
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
東
密
に
お
け
る
月
輪

観
の
悉
地
が
即
身
成
仏
で
あ
り
、
そ
れ
が
叶
っ
た
―
「
心
の
月
を
す
ま

し
」
得
た
―
後
は
、
方
便
を
駆
使
し
て
衆
生
を
救
済
す
る
の
が
、
密
教

行
者
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
と
な
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
で
あ
り�（
14
）、

（
西
行
自
身
を
も
含
め
て
）
実
際
に
そ
の
点
を
詠
ん
だ
釈
教
歌
も
存
在

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
例
を
私
に
大
意
を
挙
げ
て
示
す
と
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

　
　
　
　

菩
提
心
論
に
、
乃
な
い
し
し
ん
み
や
う
を
も
り
ん
じ
や
く
せ
ず

至
身
命
不
悋
惜
文
を

　
　

�

あ
だ
な
ら
ぬ
や
が
て
さ
と
り
に
か
へ
り
け
り
人
の
た
め
に
も
す
つ

る
命
は

　

＊�

山
家
集
八
七
四　
「
衆
生
を
救
済
せ
ん
と
し
て
命
を
落
と
し
た
と

し
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
は
無
意
味
で
は
な
い
。
肉
体
が
滅
ん
だ

場
合
は
、心
が
す
ぐ
に
仏
の
世
界
（
＝
悟
り
）
に
帰
る
の
だ
か
ら
」

と
解
し
得
る
。

　
　
　
　

十
住
心
の
開
内
庫
授
宝

　
　

�

さ
と
り
い
る
十
の
心
の
ひ
ら
け
て
ぞ
お
も
ひ
の
ま
ま
に
よ
は
す
く

ひ
け
る

　

＊�

続
千
載
集
九
二
七
（
後
宇
多
院
御
製
）　
「
第
十
住
心
（
密
教
）
の

境
地
に
達
し
た
こ
と
で
、
思
い
通
り
に
衆
生
救
済
が
で
き
る
こ
と

よ
」
と
解
し
得
る
。

　
　
　
　

人
の
、
法
門
を
月
に
た
と
へ
て
い
ひ
侍
り
し
に

�

千
喜
久
ま
ろ
法
名
成
雅

　
　

�

あ
き
ら
け
き
月
の
ひ
か
り
に
た
と
へ
て
ぞ
ま
よ
は
ぬ
道
を
人
に
し



一
〇

ら
す
る

　

＊�
安
撰
和
歌
集
四
二
六　
「
曇
り
の
な
い
月
の
光
に
喩
え
る
こ
と
で
、

妄
念
に
迷
わ
ぬ
仏
道
を
衆
生
に
知
ら
し
め
る
こ
と
だ
」
と
解
し
得

る
。

一
方
の
慈
円
は
天
台
座
主
を
も
務
め
た
山
門
の
高
僧
で
、
か
つ
は
台
密

谷
流
を
受
法
し
た
密
教
行
者
で
も
あ
り
、
実
際
に
金
剛
界
法
に
関
す
る

月
輪
観
詠
を
詠
ん
で
も
い
る�（
15
）。
た
だ
し
そ
れ
以
外
の
「
心
の
月
」

を
詠
ん
だ
釈
教
歌
は
概
し
て
法
華
経
系
の
も
の
と
な
っ
て
い
て�（
16
）、

一
一
三
三
番
歌
に
つ
い
て
も
下
句
が
「
心
に
う
か
ぶ
月
を
見
せ
ば
や
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
観
想
対
象
は
自
心
で
は
な
く
、「
霊

鷲
山
の
釈
迦
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
た
め
に
密
教
的
な
要
素
を
持
た

な
い
「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
の
立
場
か
ら
歌
を
返
し
て
い
る
と
見
な

し
得
る
の
で
あ
る
。
如
上
の
点
を
踏
ま
え
て
贈
答
の
大
意
及
び
含
意
を

挙
げ
る
と
、
西
行
詠
は

　
　

�

心
月
輪
を
一
人
澄
ま
し
て
、
一
体
ま
た
ど
う
し
て
、
山
か
ら
出
る

ま
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
（
月
輪
観
で
悟
り
を
得
て
い
る

の
に
、
ど
う
し
て
山
を
下
り
て
衆
生
を
救
お
う
と
し
な
い
の
か
）

と
い
う
、
慈
円
の
あ
り
よ
う
に
真
言
行
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
疑
念
を

呈
し
た
体
の
も
の
と
な
り
、
慈
円
の
返
歌
は

　
　

�

憂
き
世
に
生
き
る
我
が
身
は
い
ま
だ
山
に
籠
も
る
ば
か
り
で
あ
る

が
、そ
の
中
で
観
想
し
て
い
る
心
の
月
（
＝
常
在
霊
鷲
山
の
釈
迦
）

を
お
見
せ
し
た
い
も
の
だ

　
　
（�

自
分
は
天
台
の
教
え
に
依
っ
て
霊
鷲
山
の
釈
迦
を
観
想
し
て
い

る
の
だ
）

と
い
う
、
自
身
の
教
学
的
立
ち
位
置
―
法
華
一
乗
―
を
示
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
見
て
き
た
用
例
の
実
際
か
ら
、
法
華
経
系
月
輪
観
詠
に
お
い

て
は
、
濫
觴
期
の
段
階
か
ら
（
心
月
輪
＝
霊
鷲
山
の
釈
迦
）
と
い
う
詠

み
方
が
完
全
に
定
着
し
て
お
り
、
東
密
系
の
用
例
と
は
心
月
輪
の
意
味

合
い
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
東
密
系
の
用

例
の
よ
う
に
は
「
観
想
」
を
必
ず
し
も
要
し
て
い
な
い
こ
と
、
西
行
と

慈
円
と
の
贈
答
の
よ
う
に
東
密
系
月
輪
観
詠
と
の
違
い
も
あ
る
程
度
意

識
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
法
華
経
系
月
輪
観
詠

は
東
密
系
月
輪
観
詠
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
用
例
が
見
え
始
め
る
こ
と
か

ら
、
両
者
の
間
に
は
直
接
の
関
係
は
な
か
っ
た
―
東
密
系
の
例
か
ら

法
華
経
系
の
例
が
派
生
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
―
と
い
う
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
成
尋
阿
闍
梨
母
集
の
詞
書
や
後

年
の
西
行
詠
に
お
け
る
俊
成
の
判
詞
な
ど
の
ご
と
く
、
か
か
る
詠
み
方

に
お
い
て
「
月
輪
観
」
が
明
確
に
意
識
せ
ら
れ
て
い
る
例
も
存
在
す
る

の
で
あ
る
が
、
そ
う
な
る
と
、「
心
月
輪
を
霊
鷲
山
の
釈
迦
に
喩
え
る
」

と
い
う
あ
り
よ
う
は
い
つ
頃
か
ら
出
現
し
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
い
か

な
る
立
場
に
依
拠
し
た
も
の
と
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の

で
、
次
章
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。



一
一

　
　

三
、「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
の
教
学
的
根
拠
に
つ
い
て

　

三
―
一
、
経
典
・
論
書
に
見
る
心
月
輪
と
釈
迦
と
の
関
わ
り

　

前
章
第
二
項
で
述
べ
た
ご
と
く
、
密
教
（
東
密
）
の
月
輪
観
に
お
け

る
本
来
の
「
心
月
輪
」
の
あ
り
よ
う
は
「
菩
提
心
（
＝
仏
性
＝
悟
り
＝

大
日
如
来
）
の
喩
え
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
「
釈
迦
」

と
の
関
わ
り
を
密
教
の
経
典
や
論
書
な
ど
か
ら
確
認
す
る
と
、『
金
剛

頂
経
』
及
び
『
菩
提
心
論
』
に
言
及
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
就
中
『
金

剛
頂
経
』
は
、『
大
日
経
』
と
と
も
に
東
密
の
根
本
経
典
―
金
胎
両
部
―

と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
経
典
で
は
「
五
相
成
身
観
」
で
月
輪
観

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
密
教
大
辞
典
』
に
「
此
観
門
は
金
剛

界
法
の
行
用
に
し
て
即
身
成
仏
の
要
道
頓
証
菩
提
の
秘
術
な
り
」（
六

一
三
頁
）
と
あ
る
行
法
で
、
そ
こ
で
は
行
者
の
悟
り
の
過
程
が
五
段
階

（
＝
五
相
）
に
亘
っ
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
初

め
の
三
段
階
で
月
輪
観
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

時
に
菩
薩
、
一
切
如
来
に
白
し
て
言
さ
く
、

　
　
　

�

世
尊
如
来
よ
、
我
遍
く
知
り
已
ん
ぬ
、
我
自
心
を
見
る
に
形
月

輪
の
如
し
、
と
。�

（
通
達
菩
提
心
）

　
　

�

時
に
彼
の
菩
薩
、
復
、
一
切
如
来
よ
り
旨
を
承
け
て
、
菩
提
心
を

発
こ
し
已
っ
て
是
の
言
を
作
さ
く
、

　
　
　

�

彼
の
月
輪
の
形
の
如
く
、我
も
亦
、月
輪
の
形
の
如
く
見
る
、と
。

�

（
修
菩
提
心
）

　
　

菩
薩
、
白
し
て
言
さ
く
、

　
　
　

�

世
尊
如
来
よ
、
我
月
輪
の
中
の
金
剛
を
見
る
、
と
。

�

（
成
金
剛
心
）

�

（
新
国
訳
大
蔵
経
本　

三
一
～
三
二
頁
）

「
五
相
成
身
観
」
で
は
、
こ
の
三
段
階
に
「
証
金
剛
身
」「
仏
身
円
満
」

が
続
く
こ
と
で
即
身
成
仏
、
す
な
わ
ち
「
行
者
と
一
切
如
来
と
の
一
体

化
」
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
「
釈
尊
の
成
道
の
内

容
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
」
と
見
な
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る�（
17
）。

ま
た
『
菩
提
心
論
』
は
、『
密
教
大
辞
典
』
に

　
　

�

弘
法
大
師
は
密
蔵
肝
心
の
論
に
し
て
真
言
修
学
の
者
必
修
す
べ
き

旨
三
学
録
に
規
定
し
給
ひ
、
承
和
の
三
業
度
人
の
官
符
に
は
金
剛

頂
業
者
必
修
の
随
一
と
定
め
給
へ
り
。
従
つ
て
東
密
に
は
釈
摩
訶

衍
論
と
共
に
真
言
宗
所
学
の
論
蔵
と
し
て
古
来
盛
ん
に
学
修
せ
ら

れ
、
…�

（
二
〇
五
二
頁
）

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、東
密
が
特
に
重
視
す
る
論
書
で
あ
る
。
そ
の「
三

摩
地
」
の
段
に
お
い
て
、
月
輪
観
で
金
剛
界
五
仏
と
そ
の
智
体
（
＝
五

智
）、
す
な
わ
ち

　
　

大
日
如
来
（
中
方
）
…
法
界
体
性
智
、

　
　

阿
閦
如
来
（
東
方
）
…
大
円
鏡
智
、

　
　

宝
生
如
来
（
南
方
）
…
平
等
性
智
、

　
　

無
量
寿
（
阿
弥
陀
）
如
来
（
西
方
）
…
妙
観
察
智
、

　
　

不
空
成
就
（
北
方
）
…
成
所
作
智

を
観
想
す
べ
き
旨
が
説
か
れ
る
（『
真
言
宗
聖
典
』
七
九
頁
）
が
、
こ



一
二

れ
ら
「
五
仏
」
の
う
ち
、「
不
空
成
就
如
来
」
が
「
釈
迦
牟
尼
仏
」
と

同
体
と
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、『
密
教
大
辞
典
』
に
「
毘
盧
遮

那
仏
の
成
所
作
智
事
業
成
弁
の
徳
を
主
る
」（
一
九
〇
五
頁
）
と
あ
る

ご
と
く
、
大
日
如
来
の
働
き
の
一
端
を
為
す
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

三
―
二
、
別
尊
法
に
お
け
る
（
心
月
輪
＝
法
華
経
の
釈
迦
）
の
観
想

　

前
項
に
挙
げ
た
「
釈
尊
」「
不
空
成
就
如
来
」
は
い
ず
れ
も
「
密
教

に
お
け
る
釈
迦
」
で
、「
法
華
経
の
釈
迦
」
と
は
必
ず
し
も
同
じ
も
の

で
は
な
い�（
18
）。
し
か
し
な
が
ら
対
象
を
「
別
尊
法
」
―
特
定
の
仏
や

経
典
を
供
養
す
る
行
法
―
に
ま
で
広
げ
る
と
、
そ
れ
に
関
す
る
儀
軌
、

す
な
わ
ち
「
法
華
経
法
」
や
「
釈
迦
法
」「
四
天
王
法
」
な
ど
の
次
第

に
お
い
て
、「
心
月
輪
に
依
る
法
華
経
の
釈
迦
の
観
想
」
が
確
認
で
き

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
儀
軌
類
の
う
ち
、
法
華

経
そ
れ
自
体
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、「
法
華
経
法
」
を

用
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
そ
の
「
法
華
経
法
」
と
は
、『
密

教
大
辞
典
』
に

　
　

�

観
智
儀
軌
・
威
儀
形ぎ
よ
う
し
き色
経
に
依
り
て
法
華
経
を
供
養
す
る
法
。

息
災
・
増
益
・
延
命
・
滅
罪
に
修
す
。（
中
略
）
大
法
に
し
て
且

つ
秘
法
な
る
が
故
に
、
已
入
壇
の
者
に
非
ず
ん
ば
伝
授
せ
ず
、
観

智
軌
に
我
今
依
二
於
大
教
王
徧
照
如
来
成
道
法
一
、
若
能
依
二
此
勝

義
一
、
修
現
世
得
レ
成
二
無
上
覚
一　

と
説
け
る
中
、
大
教
王
と
は

金
剛
頂
経
、
遍
照
如
来
成
道
法
と
は
大
日
経
と
習
ひ
、
ま
た
軌
の

中
に
浄
三
業
・
五
相
成
身
の
印
言
を
挙
ぐ
る
は
教
王
経
に
依
り
、

入
仏
・
法
界
生
・
転
法
輪
・
五
供
養
の
印
明
を
挙
ぐ
る
は
大
日
経

に
依
る
を
以
て
、
此
の
経
法
を
両
部
不
二
の
秘
法
と
す
。
又
観
智

軌
は
法
華
経
の
供
養
法
に
し
て
、
法
華
経
二
十
八
品
を
帰
命
す
る

二
十
八
頌
を
説
き
、
以
て
法
花
マ
マ
経
の
功
徳
を
こ
の
中
に
摂
む
。

仍
て
台
密
に
は
殊
に
此
法
を
尊
重
す
。�

（
一
九
九
九
頁
）

と
説
明
せ
ら
れ
る
よ
う
な
、「
金
胎
両
部
に
よ
っ
て
法
華
経
を
供
養
す

る
行
法
」
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
出
て
来
る
「
心
月
輪
に
よ
る
法
華
経
の

釈
迦
の
観
想
」
を
、『
秘
鈔
』（
守
覚
法
親
王
輯　
『
密
教
辞
典
』
五
七

九
頁
に「
野
沢（
＝
小
野
・
広
沢
）両
流
の
諸
尊
法
を
類
聚
大
成
し
た
書
」

と
あ
る
）
及
び
そ
の
註
釈
書
で
あ
る
『
秘
鈔
口
決
』（
教
舜
〔
醍
醐
寺
〕

撰
）
の
記
述
か
ら
見
て
行
く
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

�

口
伝
曰
。
先
観
大
日
種
子
三
形
尊
形
。
其
心
月
輪
。
観
釈
迦
種
子

三
形
。
変
成
釈
迦
。
所
謂
大
日
為
利
衆
生
現
釈
迦
身
也
。
如
此
可

観
念
之
。最
秘
伝
曰
。先
如
前
観
大
日
。大
日
之
心
月
輪
有
バ
ク（
梵

字　

釈
迦
如
来
の
種
子
）
字
。
是
則
大
日
之
法
体
也
。
此
字
変
成

鉢
。
同
大
日
之
三
摩
耶
身
也
。
変
成
釈
迦
。
是
則
大
日
與
釈
迦
令

冥
会
也
。�

（
太
融
寺
本　

中
巻　

五
十
六
丁
表
～
裏
）

　
　
　
　

↓
（
秘
鈔
口
決
）

　
　

�
次
の
伝
は
大
日
と
釈
迦
と
、
冥
会
せ
し
む
と
観
る
が
故
に
、
本
迹

一
体
体
用
不
二
な
れ
ば
、
尤
も
最
秘
な
る
べ
し
。
仍
て
理
実
に
は

釈
迦
即
胎
蔵
の
大
日
、
生
身
法
身
無
二
無
別
と
習
ふ
な
り
。
お
よ

そ
顕
教
に
は
久
遠
成
道
の
仏
と
説
き
、
秘
宗
に
は
本
有
胎
蔵
の
大



一
三

日
と
談
ず
。

　
　
　
　
　
（�『
真
言
宗
全
書
』
第
二
十
九
巻　

一
七
〇
頁　

訓
点
に

従
っ
て
書
き
下
し
た
〔
以
下
同
様
〕）

　
　

�

〇
道
場
観　

観
想
。
心
月
輪
上
有
八
葉
蓮
花
（
割
註
「
八
分
肉
団

即
成
八
葉
蓮
花
」）。
花
台
上
有　

惡
（
梵
字　

胎
蔵
曼
荼
羅
中
台

八
葉
院
に
お
け
る
天
鼓
雷
音
仏
―
不
空
成
就
如
来
と
同
体　

 

―

の
種
子
）字
。字
変
成
塔
。塔
変
成
大
日
如
来
。身
色
如
閻
浮
檀
金
。

住
法
界
定
印
。
為
利
益
衆
生
現
釈
迦
身
（
割
註
「
住
智
吉
祥
印
」）

出
娑
婆
世
界
説
法
花
経
。
此
娑
婆
世
界
。
其
地
瑠
璃
怛
然
平
正
黄

金
為
縄
以
界
。
八
道
宝
樹
行
列
。
諸
台
楼
観
皆
悉
宝
所
成
。
諸
菩

薩
衆
咸
処
其
中�

（
五
十
六
丁
裏
）

　
　
　
　

↓
（
秘
鈔
口
決
）

　
　

�

初
の
口
伝
に
大
日
衆
生
を
利
す
る
為
に
釈
迦
の
身
を
現
す
は
、
此

口
伝
の
意
は
大
日
法
身
を
以
て
本
体
と
す
。
化
身
の
釈
迦
を
以
て

応
用
と
す
。
本
よ
り
迹
を
垂
れ
、
体
よ
り
用
を
起
す
る
意
な
り
。

�

（
一
七
〇
頁
）

ま
た
、『
秘
鈔
口
決
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

又
云
、
常
在
霊
鷲
山
と
は
、
即
我
瑜
伽
宗
の
心
の
み

�

（
一
七
〇
頁
）

　
　

�

常
喜
院
云
、
法
華
儀
軌
に
寿
量
品
を
誦
し
て
「
二
十
八
品
の
中
に

何
ぞ
殊
に
此
の
品
を
誦
す
や
」
と
。

　
　

�

答
、
此
の
品
に
説
く
所
の
釈
迦
の
本
門
寿
量
は
、
大
日
の
三
世
常

住
の
義
に
当
る
。
此
法
は
大
日
を
以
て
本
尊
と
す�

（
一
七
一
頁
）

以
上
に
挙
げ
た
内
容
を
箇
条
書
き
に
し
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
な
も

の
と
な
る
。

・�

心
月
輪
の
上
に
置
い
た
大
日
如
来
の
種
子
が
釈
迦
如
来
の
種
子
に
変

わ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
釈
迦
如
来
の
三
摩
耶
形
（
＝
鉢
）
を
経
て
釈

迦
如
来
そ
の
も
の
と
変
成
す
る
さ
ま
を
観
想
す
る
こ
と
で
、
顕
教
に

お
け
る
「
久
遠
成
道
の
仏
（
＝
釈
迦
）」
が
、
密
教
（
＝
秘
宗
）
に

お
け
る
胎
蔵
大
日
如
来
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
。

・�

八
葉
蓮
花
の
上
に
置
か
れ
た
心
月
輪�（
20
）
上
の
「
惡
」
字
が
大
日
如

来
の
三
摩
耶
形
（
＝
塔
）
に
変
成
し
、
さ
ら
に
は
大
日
如
来
そ
の
も

の
に
変
わ
る
さ
ま
を
観
想
す
る
こ
と
で
、
大
日
如
来
が
衆
生
を
救
済

す
べ
く
釈
迦
と
な
っ
て
娑
婆
世
界
に
現
れ
、
法
華
経
を
説
い
た
―
釈

迦
は
胎
蔵
大
日
如
来
の
垂
迹
で
あ
る
―
と
い
う
こ
と
を
知
る
。

・�

法
華
経
法
の
本
尊
は
大
日
如
来
で
あ
り
、
法
華
経
寿
量
品
の
「
常
在

霊
鷲
山
」
は
大
日
如
来
の
「
三
世
常
住
」
と
同
義
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら

〇�
「
月
輪
観
で
大
日
如
来
を
観
ず
る
」
こ
と
が
、
そ
の
垂
迹
た
る
「
法

華
経
の
釈
迦
」
を
観
ず
る
こ
と
に
も
な
る
。

と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
法
華
経
系
月
輪
観
詠
に
お
け

る
（
心
月
輪
＝
常
在
霊
鷲
山
の
釈
迦
）
と
い
う
あ
り
よ
う
に
は
、「『
法

（
19
）



一
四

華
経
法
』
な
ど
の
別
尊
法
の
次
第
」
と
い
う
教
学
的
な
根
拠
が
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。〔
以
下
下
篇
〕

〔
下
篇
目
次
〕

　
　

四
、「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
の
成
立
過
程

　

四
―
一
、
実
例
の
あ
り
よ
う
に
基
づ
く
仮
説
提
示

　

四
―
二
、�『
蜻
蛉
日
記
』
に
見
る
、
在
家
へ
の
月
輪
観
普
及
の
可
能
性

　

四
―
三
、「
在
家
の
修
め
得
る
月
輪
観
」
に
つ
い
て

　

四
―
四
、「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
へ
の
階
梯

　
　

五
、
お
わ
り
に

　
　

註

（
１
）�

拙
稿
「
月
輪
観
を
詠
ん
だ
釈
教
歌
に
つ
い
て　

―
そ
の
濫
鈔
及

び
実
例
の
検
討
を
中
心
に
―
」（『
高
野
山
大
學
圖
書
館
紀
要
』

第
五
・
六
合
併
号　

以
下
「
拙
稿
１
」
と
す
る
）。

（
２
）�

本
稿
で
は
台
密
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
、
天
台

宗
（
台
密
）
に
お
い
て
は
、
阿
字
観
や
月
輪
観
な
ど
と
い
っ
た

密
教
観
法
が
独
立
し
た
修
法
と
な
っ
て
は
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で

も
台
密
の
事
相
体
系
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
た
め
、
後

述
す
る
「
在
家
へ
の
普
及
」
が
考
え
難
い
と
見
な
し
た
こ
と
に

因
る
。
な
お
酒
井
敬
淳
氏
の
「
台
密
の
阿
字
観
」（『
天
台
学
報
』

二
〇
）
八
三
頁
も
参
照
。

（
３
）�

対
象
を
十
五
世
紀
後
半
ま
で
に
限
定
し
た
の
は
、
京
都
を
中
心

と
し
た
伝
統
的
な
寺
院
勢
力
が
応
仁
の
乱
な
ど
で
経
済
的
な
基

盤
を
喪
失
し
、
文
化
的
な
影
響
力
も
な
く
し
て
い
っ
た
と
い
う

こ
と
の
た
め
で
あ
る
。
な
お
松
長
有
慶
氏
の
『
密
教
の
歴
史
』

二
五
三
～
二
五
四
頁
を
参
照
。

（
４
）�

歌
の
選
定
基
準
は
拙
稿
１　

四
〇
～
五
一
頁
に
拠
っ
た
。

（
５
）�「
月
輪
観
」
と
あ
る
最
古
の
用
例
は
後
拾
遺
集
の

	

　
　
　

月
輪
観
を
よ
め
る�

僧
都
覚
超
（
九
五
五
～
一
〇
三
七
）

	

　

�

月
の
わ
に
心
を
か
け
し
ゆ
ふ
べ
よ
り
よ
ろ
づ
の
こ
と
を
ゆ
め

と
み
る
か
な
（
一
一
八
八
）

	
�

と
い
う
天
台
（
山
門
）
僧
の
歌
で
、
東
密
系
の
例
と
見
な
し
得

る
最
古
の
用
例
は
続
門
葉
集
の

	

　
　
　

大
師
釈
に
褰
霧
見
光
無
尽
宝
と
い
へ
る
心
を

�

権
少
僧
都
定
誉
（
九
五
八
～
一
〇
四
七
）

	

　

�

へ
だ
て
つ
る
き
り
の
う
へ
に
て
見
る
月
は
霧
こ
そ
月
の
光
な

り
け
れ
（
九
二
三
）

	
�

と
な
る
（
作
者
は
高
野
山
の
僧
）。
な
お
、
定
誉
詠
を
月
輪
観
詠

と
見
な
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
拙
稿
１　

三
七
～
三
九
頁
を
参

照
。

（
６
）�

心
月
輪
を
直
接
釈
迦
に
準
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
例
と
し
て
は
、

新
葉
集
の
長
慶
帝
御
製
（
長
慶
天
皇
千
首
一
九
六
）
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

	

　
　
　

如
是
性
と
い
ふ
事
を
よ
ま
せ
給
け
る�

御
製

	

　

�

な
が
き
夜
の
や
み
ぢ
の
雲
は
は
れ
ね
ど
も
も
と
の
光
は
有
明



一
五

の
月
（
六
三
三
）

	
�

こ
の
御
製
の
詞
書
は
方
便
品
に
見
え
る
も
の
で
、
歌
自
体
は
「
諸

法
実
相
」
を
沈
ま
ぬ
心
月
輪
に
準
え
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が

で
き
、
私
に
大
意
を
挙
げ
る
と
、「
衆
生
の
迷
妄
は
、
長
い
夜
の

闇
路
の
ご
と
き
雲
の
よ
う
に
容
易
に
晴
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

実
相
の
理
は
沈
ま
ぬ
心
月
輪
の
ご
と
く
、
つ
ね
に
存
在
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
よ
」
と
い
う
も
の
と
な
る
。
な
お
『
岩
波
仏
教

辞
典
』「
十
如
是
」
の
項
（
四
八
七
～
四
八
八
頁
）
を
参
照
。

（
７
）�「
阿
字
観
」
に
関
す
る
最
古
の
論
書
で
あ
る
『
阿
字
観
用
心
口
決
』

に
「
阿
（
梵
字
）
は
月
輪
の
種
子
な
り
。
月
輪
は
阿
字
の
光
な

り
。
月
輪
と
阿
字
と
は
全
く
一
な
り
」
と
あ
る
こ
と
（
北
尾
隆

心
氏
の『
密
教
瞑
想
入
門　

阿
字
観
の
原
典
を
読
む
』一
〇
九
頁
）

及
び
、梵
字「
阿
」が
胎
蔵
大
日
如
来
の
種
子
で
あ
る
こ
と
に
拠
っ

た
。

（
８
）�『
新
編
国
歌
大
観
』
第
六
巻
所
収
の
本
文
に
「
聖
経
」
と
あ
る
の

を
高
野
山
三
宝
院
本
に
よ
り
「
聖
教
」
と
改
め
た
。
な
お
拙
稿

１　

五
四
頁
の
註
７
も
参
照
。

（
９
）�

こ
の
二
首
は
と
も
に
弘
法
大
師
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
冒
頭
の
「
夫

れ
仏
法
遙
に
あ
ら
ず
、
心
中
に
し
て
則
ち
近
し
、
真
如
外
に
あ

ら
ず
、身
を
棄
て
て
何
ん
か
求
め
ん
」（『
真
言
宗
聖
典
』
六
六
頁
）

を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）�

成
尋
阿
闍
梨
母
詠
の
他
に
観
想
的
性
格
が
顕
著
な
例
と
し
て
は
、

以
下
の
二
首
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
後
述
の
慈
円
詠
も
同

様
）。

	

　
　
　

思
惟
此
経
（
＝
法
華
経
）

	

　

�

お
も
ひ
ゐ
て
こ
こ
ろ
の
や
み
し
は
れ
ぬ
れ
ば
く
も
が
く
れ
に

し
月
も
見
え
け
り

	

＊
家
経
集
四
九
、
続
詞
花
集
四
五
三
。

	

　
　
　

正
治
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
に�

宮
内
卿

	

　

�

思
ふ
よ
り
心
の
や
み
も
は
れ
ぬ
べ
し
わ
し
の
た
か
ね
に
有
明

の
月

	

＊
新
続
古
今
八
三
二
。

（
11
）�

一
〇
八
番
歌
は
新
後
拾
遺
釈
教
部
（
一
四
七
七
）
で
妙
音
品
詠

と
宝
塔
品
詠
と
の
間
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
品
経
詠

と
解
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
一
〇
九
番
歌
の

四
句
を「
わ
し
の
や
ま
に
は
」の
誤
記
で
は
な
い
か
と
し
た
の
は
、

こ
の
歌
を
前
述
の
公
任
詠
の
本
歌
取
り
と
見
な
し
た
こ
と
に
因

る
（「
月
」
が
な
い
た
め
前
項
の
用
例
数
に
は
含
め
て
い
な
い
）。

（
12
）�

筑
土
鈴
寛
氏
の
『
慈
圓　

―
國
家
と
歷
史
及
び
文
學
―
』
の
年

表
（
五
三
頁
）
に
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
九
月
に
「
西
行

無
動
寺
を
訪
ひ
慈
圓
と
唱
和
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
贈
答

は
そ
の
際
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お

和
歌
文
学
大
系
本
『
続
後
撰
和
歌
集
』
の
脚
註
（
一
九
七
頁　

佐

藤
恒
雄
氏
の
執
筆
）
で
は
こ
の
贈
答
に
つ
い
て
、
慈
円
の
千
日

入
堂
の
時
期
（
一
一
七
六
～
一
一
七
九
）
に
詠
ま
れ
た
も
の
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
説
に
は
、
入
堂
の
年
限
が
定
め
ら
れ
て
い



一
六

る
修
行
期
間
に
西
行
が
「
山
を
い
で
じ
と
お
も
ふ
ら
む
」
と
忖

度
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
た
め
、
本

稿
で
は
採
ら
な
い
。

（
13
）�
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿「
西
行『
観
心
』詠　

小
考
一〔
上
下
〕」

（『
大
阪
産
業
大
学
論
集　

人
文
・
社
会
科
学
編
』
三
四
、三
五
号
）

上
篇
七
～
一
一
頁
、
下
篇
一
～
五
頁
を
参
照
。

（
14
）�

こ
の
典
拠
は
『
大
日
経
』「
住
心
品
」
の
「
三
句
の
法
門
」
と
な
る
。

	

　

�

仏
の
言
わ
く
、
菩
提
心
を
因
と
為
し
、
悲
を
根
本
と
為
し
、

方
便
を
究
竟
と
為
す�
（
新
国
訳
大
蔵
経
本　

四
三
頁
）

（
15
）�

具
体
例
と
し
て
は
、次
章
で
扱
う
五
相
成
身
観
の「
通
達
菩
提
心
」

を
詠
ん
だ
拾
玉
集
三
三
八
六
や
、
金
剛
界
五
部
の
「
仏
部
」
を

詠
ん
だ
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
六
〇
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
16
）�

以
下
に
拾
玉
集
の
具
体
例
を
三
首
挙
げ
る
。

	

　

�

わ
し
の
や
ま
わ
が
や
ま
に
う
つ
る
月
影
を
つ
る
の
は
や
し
に

な
に
を
し
み
け
ん
（
五
六
八
九
）

	

　

�

月
い
り
し
わ
し
の
み
山
の
跡
の
や
み
に
ま
よ
は
ぬ
人
も
有
り

け
る
も
の
を
（
五
七
〇
六
）

	

　

�

つ
ね
に
す
む
わ
し
の
み
山
の
月
な
れ
ど
心
に
う
つ
す
人
ぞ
し

り
け
る
（
五
七
〇
九
）

	
�

な
お
、
慈
円
の
月
輪
観
詠
に
つ
い
て
は
別
途
考
察
を
試
み
る
予

定
で
あ
る
。

（
17
）�

新
国
訳
大
蔵
経
本
の
補
註
（
四
〇
七
頁
）
を
参
照
。

（
18
）�『
密
教
大
辞
典
』「
釈
迦
如
来
」
の
項
（
一
〇
四
一
頁
）
に
は
「
印

度
の
迦
毗
羅
城
に
誕
生
し
菩
提
樹
下
に
成
道
せ
し
生
身
（
歴
史

上
）
の
釈
迦
と
同
名
な
れ
ど
も
、
此
は
変
化
法
身
に
し
て
、
彼

の
生
身
釈
迦
は
此
尊
の
垂
迹
な
り
と
す
、
而
し
て
垂
迹
の
生
身

は
説
法
教
化
に
終
始
せ
し
を
以
て
、
此
尊
を
説
法
の
三
昧
と
し
、

大
日
如
来
の
説
法
の
徳
と
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）�『
密
教
辞
典
』
五
一
一
～
五
一
二
頁
の
記
述
に
拠
っ
た
。
な
お
、

阿
閦
如
来
と
同
体
と
す
る
説
も
あ
る
（『
密
教
大
辞
典
』
一
六
二

九
頁
）。

（
20
）�

こ
れ
は
胎
蔵
法
の
阿
字
観
本
尊
と
同
じ
形
状
で
、
梵
字
胎
蔵
曼

荼
羅
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
註
７
の
北
尾
氏
前
掲

書　

六
三
～
六
五
頁
を
参
照
。

（
追
）�

本
稿
は
、
令
和
五
年
一
月
七
日
に
開
催
せ
ら
れ
た
和
歌
文
学
会

東
京
例
会
（
於　

日
本
大
学
商
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
行
っ
た

口
頭
発
表
「
心
月
輪
を
詠
ん
だ
一
品
経
歌
に
つ
い
て
」
に
お
け

る
発
表
内
容
の
前
半
部
分
を
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
附
録
一
〕「
法
華
経
系
月
輪
観
詠
」
の
歌
番
号
一
覧
（
重
複
を
除
く
）

＊�
原
則
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
の
本
文
に
拠
り
、
西
行
の
み

岩
波
文
庫
本
『
西
行
全
歌
集
』
を
用
い
た
。
ま
た
、
西
行
と
慈
円
と

に
つ
い
て
は
別
に
ま
と
め
た
。

Ⅰ
、
西
行
、
慈
円
以
外
の
用
例

一
、
十
一
世
紀
前
半



一
七

ａ
、
寿
量
品
詠

　

続
後
撰
五
九
六
、
玉
葉
二
六
六
八
、
風
雅
二
〇
五
四

ｂ
、
寿
量
品
以
外
の
一
品
経
詠

　

続
後
撰
五
九
七
、
続
後
拾
遺
一
二
八
五
、
家
経
集
四
九

ｃ
、
一
品
経
詠
以
外
の
類
例

　

新
後
拾
遺
一
四
七
七

二
、
十
一
世
紀
後
半
（
寿
量
品
詠
の
み
）

　

後
拾
遺
一
一
九
五
、
千
載
一
二
〇
七

三
、
十
二
世
紀
前
半

ａ
、
寿
量
品
詠

　

詞
花
四
一
五
、
久
安
百
首
八
七

ｂ
、
寿
量
品
以
外
の
一
品
経
詠

　

顕
輔
集
一
三
四
、
秋
風
和
歌
集
五
七
八

ｃ
、
一
品
経
詠
以
外
の
類
例

　

�

基
俊
集
一
〇
四
、
久
安
百
首
六
八
七
・
一
〇
八
八
・
一
二
八
八
、
安

撰
和
歌
集
四
三
〇
・
四
三
一

四
、
十
二
世
紀
後
半

ａ
、
寿
量
品
詠

　

�

続
古
今
七
七
五
・
七
七
六
、
新
拾
遺
一
四
六
二
、
続
詞
花
集
四
五
一
、

今
撰
和
歌
集
二
一
四
、粟
田
口
別
当
入
道
集
二
一
二
、法
門
百
首
（
寂

然
）
六
四
、
一
品
経
和
歌
懐
紙
一
九

ｂ
、
寿
量
品
以
外
の
一
品
経
詠

　

�

続
千
載
九
七
四
、
新
後
拾
遺
一
四
七
六
、
後
葉
和
歌
集
五
八
五
、
月

詣
和
歌
集
一
〇
五
二
、
林
下
集
三
六
七
、
殷
富
門
院
大
輔
集
九
九
、

隆
信
集
九
四
四
、
久
安
百
首
五
八
九
、
安
撰
和
歌
集
三
九
〇
、
唯
心

房
集
（
寂
然
）
二
二

ｃ
、
一
品
経
詠
以
外
の
類
例

　

�

続
古
今
八
〇
六
・
八
一
六
、
月
詣
和
歌
集
四
七
六
、
唯
心
房
集
（
寂

然
）
一
〇
三
・
一
〇
六
・
一
六
二
、
殷
富
門
院
大
輔
集
六
八
・
一
七
七
、

寂
蓮
法
師
集
六
四
・
六
五
、
隆
信
集
二
〇
五
・
九
三
六
、
久
安
百
首

八
九
二
、
平
家
物
語
（
延
慶
本　

異
本
歌
）
二
五
三
、
宝
物
集
四
四
・

四
三
〇
、
御
室
五
十
首
八
四
六
、
秋
風
和
歌
集
五
九
〇

五
、
十
三
世
紀
前
半

ａ
、
寿
量
品
詠

　

�

正
治
後
度
百
首
一
五
八
、
閑
月
和
歌
集
五
〇
〇
、
露
色
随
詠
集
七
九
、

如
願
法
師
集
九
二
二

ｂ
、
寿
量
品
以
外
の
一
品
経
詠

　

閑
月
和
歌
集
四
八
八
・
五
〇
一
、
如
願
法
師
集
九
二
七

ｃ
、
一
品
経
詠
以
外
の
類
例

　

�

続
後
撰
六
一
八
・
六
一
九
、
玉
葉
二
七
二
四
、
新
後
拾
遺
一
四
八
七
・

一
四
九
三
、
新
続
古
今
八
三
二
、
千
五
百
番
歌
合
一
四
七
九
、
源
家

長
日
記
一
五
二
・
一
五
三
、
新
和
歌
集
三
八
六
・
三
八
七
、
閑
谷
集

二
四
八
、
如
願
法
師
集
九
二
六
、
紫
禁
和
歌
集
一
二
七
二
、
雅
成
親

王
集
五
〇
、
実
材
母
集
三
九
二
・
七
九
九
、
後
二
条
院
御
集
二
〇
八
、

百
詠
和
歌
一
四
五

六
、
十
三
世
紀
後
半



一
八

ａ
、
寿
量
品
詠

　

続
門
葉
集
九
一
八
、
竹
風
和
歌
抄
二
八
〇

ｂ
、
寿
量
品
以
外
の
一
品
経
詠

　

�

続
後
拾
遺
一
二
八
六
、
新
後
拾
遺
一
四
七
八
、
風
葉
和
歌
集
四
九
一
、

閑
月
和
歌
集
五
〇
九
、
中
書
王
御
詠
三
五
一
、
二
十
八
品
並
九
品
詩

歌
四
〇
、
正
和
四
年
詠
法
華
経
和
歌
五
・
二
九

ｃ
、
一
品
経
詠
以
外
の
類
例

　

�

新
後
撰
六
四
七
、
玉
葉
二
七
〇
二
、
続
後
拾
遺
一
三
〇
〇
、
風
雅
二

〇
八
二
、
新
千
載
八
六
四
、
風
葉
和
歌
集
四
九
〇
、
続
門
葉
集
九
四

〇
、
人
家
和
歌
集
二
五
〇
、
瓊
玉
和
歌
集
四
一
六
、
円
明
寺
関
白
集

一
一
一
、
為
家
集
一
五
七
一
、
隣
女
和
歌
集
一
八
五
、
雅
有
集
二
一

八
、
他
阿
上
人
集
一
八
八
・
一
九
四
・
二
二
四
・
八
五
一
・
九
四
三

七
、
十
四
世
紀
前
半

ａ
、
寿
量
品
詠

　

�

新
拾
遺
一
四
六
三
、
新
続
古
今
八
三
三
、
続
現
葉
集
七
三
四
、
拾
藻

鈔
四
七
五
、
建
武
三
年
住
吉
社
法
楽
和
歌
一
一
〇

ｂ
、
寿
量
品
以
外
の
一
品
経
詠

　

�

新
続
古
今
八
六
六
、
拾
遺
風
体
和
歌
集
五
一
九
、
建
武
三
年
住
吉
社

法
楽
和
歌
一
一
一
・
一
一
二
、
続
現
葉
集
七
六
二

ｃ
、
一
品
経
詠
以
外
の
類
例

　

�

新
後
撰
六
三
二
、
新
千
載
八
六
八
・
八
六
九
・
八
七
三
・
八
七
九
、

慶
運
法
印
集
二
八
七
・
二
八
九
、
新
続
古
今
八
三
一
、
嘉
元
百
首
四

九
五
・
五
九
四
・
八
九
四
・
九
九
四
・
一
〇
三
七
・
一
二
九
四
・
一

三
九
三
、
文
保
百
首
九
八
・
七
九
八
・
二
七
四
五
、
続
現
葉
集
七
七
〇
・

七
七
一
・
七
七
二
、
拾
藻
鈔
四
九
一
、
慈
道
親
王
集
一
八
八
、
一
宮

百
首
八
九
、
詠
五
十
首
和
歌
（
金
沢
文
庫
）
三
三
、
金
剛
三
昧
院
奉

納
和
歌
七
・
一
四
・
三
一
・
五
五
・
六
一
・
六
九
・
一
〇
三
・
一
〇

六
・
一
一
九

八
、
十
四
世
紀
後
半

ａ
、
寿
量
品
詠

　

�

続
千
載
九
六
六
、
新
続
古
今
八
三
四
、
安
撰
和
歌
集
三
九
四
、
師
兼

千
首
九
八
六
、
為
世
十
三
回
忌
和
歌
三
一
・
九
九
、
経
旨
和
歌
五
〇

ｂ
、
寿
量
品
以
外
の
一
品
経
詠

　

�

新
葉
六
三
三
、
宗
良
親
王
千
首
九
六
〇
、
為
世
十
三
回
忌
和
歌
七
一
・

一
一
九

ｃ
、
一
品
経
詠
以
外
の
類
例

　

�

新
拾
遺
一
五
〇
三
、
李
花
和
歌
集
八
九
四
、
李
花
和
歌
集
八
九
四
、

耕
雲
千
首
九
二
二
、
師
兼
千
首
九
八
九
、
頓
阿
句
題
百
首
三
六
四
、

南
朝
三
百
番
歌
合
二
三
三
・
二
三
四
、
正
平
二
十
年
三
百
六
十
首
二

九
五
、
雲
隠
六
帖
一
〇

九
、
十
五
世
紀

ａ
、
寿
量
品
詠

　

松
下
集
二
三
〇
、
拾
塵
集
一
〇
八
〇

ｂ
、
寿
量
品
以
外
の
一
品
経
詠

　

拾
塵
集
一
〇
八
一

ｃ
、
一
品
経
詠
以
外
の
類
例



一
九

　
�

雅
世
集
一
七
七
、
草
根
集
一
〇
四
七
二
・
一
〇
五
〇
二
、
続
亜
槐
集

四
九
三
、
松
下
集
七
〇
七
、
拾
塵
集
一
〇
七
八
・
一
〇
七
九
、
雅
康

集
三
六
二　

前
摂
政
家
歌
合
（
嘉
吉
三
年
）
五
四
一

Ⅱ
、
西
行
の
用
例

ａ
、
寿
量
品
詠

　

�

山
家
集
八
八
八
・
八
八
九
・
八
九
〇
・
八
九
一
、
聞
書
集
一
七
、
続

拾
遺
一
三
五
七

ｂ
、
寿
量
品
以
外
の
一
品
経
詠

　

聞
書
集
八
・
一
五

ｃ
、
一
品
経
詠
以
外
の
類
例

　

山
家
集
七
七
六
、
御
裳
濯
河
歌
合
四
・
一
四
・
六
五
・
六
六　

Ⅲ
、
慈
円
の
用
例

ａ
、
寿
量
品
詠

　

慈
鎮
和
尚
自
歌
合
二
九
、
拾
玉
集
二
四
九
四

ｂ
、
寿
量
品
以
外
の
一
品
経
詠

　

�

新
古
今
一
九
五
〇
、
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
一
八
四
・
一
八
五
、
拾
玉
集

二
九
七
・
二
四
五
二
・
二
四
六
八
・
二
四
七
六
・
二
五
〇
四
・
二
五

一
七
・
二
五
一
八
・
四
一
九
三
・
四
四
四
六
・
四
四
五
四
・
四
四
五

五
ｃ
、
一
品
経
詠
以
外
の
類
例

　

�

続
後
撰
一
一
三
二
、
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
一
・
二
七
・
三
〇
・
五
九
・

八
三
・
八
四
・
一
八
一
・
一
八
六
、
拾
玉
集
九
七
・
一
九
〇
・
四
九
四
・

四
九
七
・
六
三
六
・
九
九
五
・
一
三
七
九
・
一
三
八
一
・
一
三
八
二
・

一
四
九
〇
・
一
四
九
一
・
二
〇
〇
八
・
二
五
九
四
・
二
七
〇
二
・
二

八
一
三
・
二
八
三
三
・
二
九
一
五
・
三
〇
四
六
・
三
〇
六
〇
・
三
一

〇
八
・
三
一
七
八
・
三
一
八
〇
・
三
二
二
〇
・
三
二
六
三
・
三
四
二

三
・
三
四
二
五
・
三
四
二
六
・
三
六
六
四
・
三
八
六
八
・
四
二
一
六
・

四
二
四
七
・
四
二
四
八
・
四
三
二
九
・
四
三
三
三
・
四
三
三
五
・
四

三
三
七
・
四
四
四
五
・
四
八
五
九
・
四
八
七
四
・
四
八
七
五
・
五
〇

五
一
・
五
〇
八
八
・
五
一
〇
〇
・
五
三
六
二
・
五
六
八
六
・
五
六
八

八
・
五
六
八
九
・
五
六
九
二
・
五
六
九
六
・
五
六
九
九
・
五
七
〇
五
・

五
七
〇
六
・
五
七
〇
八
・
五
七
〇
九
・
五
七
一
〇
・
五
七
一
三

〔
付
録
二
〕�「
東
密
系
月
輪
観
詠
」
歌
番
号
一
覧
（
重
複
は
原
則
と
し
て

除
く
）

＊�

拙
稿
１
で
採
り
上
げ
た
用
例
の
歌
番
号
（
十
五
世
紀
以
前
ま
で
）
を
、

『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
て
示
し
た
。
な
お
西
行
詠
は
法
華
経
系

の
例
と
同
じ
く
岩
波
文
庫
『
西
行
全
歌
集
』
に
拠
っ
て
示
す
こ
と
と

し
た
。
用
例
の
採
集
に
際
し
て
は
「
典
拠
の
明
確
な
例
」「
東
密
関

係
者
の
心
月
輪
詠
の
う
ち
、
法
華
経
系
以
外
の
例
」
を
中
心
と
し
、

東
密
と
も
法
華
経
と
も
異
な
る
例
は
対
象
か
ら
外
し
て
あ
る
。

第
一
巻　

勅
撰
集
編　

三
四
首

　

�
金
葉
（
二
度
本
）
六
四
二
、
千
載
一
二
一
八
、
新
勅
撰
六
一
〇
、
続

後
撰
六
一
七　

続
古
今
七
五
九
・
七
六
一
、
続
拾
遺
一
三
七
一
・
一

三
七
二
・
一
三
七
七
、
新
後
撰
六
四
八
・
六
五
三
・
六
五
四
・
六
九

一
、
玉
葉
二
七
七
一
、
続
千
載
九
二
五
・
九
二
六
・
九
三
一
・
九
三



二
〇

二
・
九
三
三
・
九
九
六
・
九
九
七
・
一
〇
二
八
・
一
〇
二
九
、
続
後

拾
遺
三
三
〇
・
一
三
〇
〇
・
一
三
〇
一
・
一
三
〇
二
、
新
千
載
八
七

四
・
八
八
〇
・
八
八
八
、
新
拾
遺
一
五
二
〇
・
一
五
二
一
、
新
後
拾

遺
一
四
九
三
、
新
続
古
今
八
三
五

第
二
巻　

私
撰
集
編　

四
首

　

�

月
詣
和
歌
集
一
〇
六
八
・
一
〇
六
九
、
万
代
和
歌
集
一
六
九
四
、
夫

木
和
歌
抄
一
六
一
六
五

第
三
巻　

私
家
集
編
Ⅰ　

二
首

　

基
俊
集
八
六
（
続
千
載
一
〇
二
八
の
異
文
）、
教
長
集
八
五
一

第
四
巻　

私
家
集
編
Ⅱ
、
定
数
歌
編　

九
首

　

�

明
恵
上
人
集
八
八
・
一
〇
六
・
一
〇
八
・
一
〇
九
・
一
一
〇
・
一
三

六
・
一
三
七
、
嘉
元
百
首
四
二
・
四
四

第
五
巻　

歌
合
編　

歌
学
書
・
物
語
・
日
記
等
収
録
歌
編　

二
首

　

南
朝
五
百
番
歌
合
九
六
六
、
風
葉
和
歌
集
五
二
〇

第
六
巻　

私
撰
集
編
Ⅱ　

二
七
首

　

�

楢
葉
和
歌
集
五
七
一
、
秋
風
和
歌
集
六
〇
三
、
続
門
葉
集
三
〇
二
・

六
九
一
・
九
二
三
・
九
二
五
・
九
二
六
・
九
二
七
・
九
二
八
・
九
二
九
・

九
三
〇
・
九
三
一
・
九
三
二
・
九
三
三
・
九
三
七
・
九
四
一
、
続
現

葉
集
七
六
三
・
七
七
三
、
安
撰
和
歌
集
三
八
八
・
四
一
四
・
四
二
五
・

四
二
六
・
四
二
七
・
四
二
八
・
四
二
九
・
四
三
二
・
四
三
三

第
七
巻　

私
家
集
編
Ⅲ　

一
六
首

　

�

出
観
集
七
六
四
・
七
六
五
・
七
七
二
、
禅
林
瘀
葉
集
九
二
、
露
色
随

詠
集
一
七
・
七
〇
・
七
四
・
七
五
・
七
六
・
七
七
・
七
八
・
八
〇
・

八
一
・
九
四
・
二
七
二
、
閑
放
集
八
五

第
十
巻　

定
数
歌
編
Ⅱ
、
歌
合
編
Ⅱ
、
補
遺
編　

一
首

　

国
冬
百
首
九
九

西
行
の
例　

二
四
首

　

�

山
家
集
三
二
一
・
三
二
二
・
七
三
三
・
七
四
二
・
八
五
三
・
八
六
八
・

八
七
六
・
九
〇
三
・
九
〇
四
・
一
〇
四
一
・
一
〇
八
五
・
一
三
六
八
・

一
四
〇
五
・
一
四
〇
七
、
聞
書
集
一
四
〇
・
一
四
一
・
一
四
二
、
残

集
二
九
、
御
裳
濯
河
歌
合
一
四
、
六
家
集
板
本
山
家
和
歌
集
二
一
、

松
屋
本
山
家
集
二
六
・
三
一
、
西
行
法
師
家
集
九
二
、
撰
集
・
家
集
・

古
筆
断
簡
・
懐
紙
一
五
（
続
後
撰
一
一
三
二
）


